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肥満に起因する生活習慣病の予防において、「どのような油をどのようにとればよい

のか」は栄養学上重要な課題である。候補者はこの問題に対して、摂取する脂質の質と

油脂中の微量成分との相互関係を中心に、生活習慣病予防の観点から栄養化学的研究を

行ってきた。 

必須脂肪酸である n-6、n-3系多価不飽和脂肪酸（PUFA）は、摂取後生体内で鎖長延

長・不飽和化を受け種々の PUFAに代謝される。これらの PUFA とその代謝産物は生体内

で生理活性物質として様々な作用を発揮するため、その摂取量やバランスが問われる。

候補者は、組織中の各 PUFA 組成が、摂取する脂肪酸相互の代謝拮抗作用や、セサミン

やクルクミンなどの食品中成分によっても影響を受けることを明らかとし（34, 46, 

47, 50）、脂肪酸組成の異なる種々の油の影響（10,25,27,32,33,35,47-49, 52-54,57）

について研究し数多くの知見を得た。さらに必須脂肪酸欠乏時の生体内脂質代謝異常

(3, 13, 17, 20)や、日本人男性の不飽和化酵素（FADS や SCD1）の遺伝子多型が血中脂

質プロファイルと関係すること（7 ,9, 21）についても研究してきた。 

食用油脂に含まれる微量成分についても研究を進め、植物油が摂取源であるビタミン

Eについては、生理活性の強いαトコフェロールだけでなく、同属体であるトコトリエ

ノールの耐糖能悪化抑制作用と膵島の保護作用（26）や、ビタミン Eの多量摂取による

骨粗しょう症リスクに対しては、 in vivo での破骨細胞活性化とは異なり（1）、in 

vivoでは悪影響は認められないこと（4)や、さらにビタミン Kとの関係（16）につい

ても検討した。さらにトコトリエノールは非アルコール性脂肪肝炎（NASH）の初期段階

において線維化を防ぐ効果があること（2）や魚油との併用効果も確認した。その他の

微量成分として、オリーブ油に含まれるオレウロペインのインスリン抵抗性改善作用

(5)や、レスベラトロールおよび類縁化合物の構造と生理機能（6,8,28）についても研

究を続けている。 

これらの研究成果は、生活習慣病予防にとって適切な脂質摂取を考える上で、単に摂

取する油の脂肪酸組成のみではなく、油に含まれる微量成分、同時摂取する食品との相

互作用や人の多様性も考慮する重要性を示唆するものである。 
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３．報文等リスト（「日本栄養・食糧学会誌」あるいは「J. Nutr. Sci. Vitaminol.」への掲載
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Vitaminol. 60 (1) 66-70 (2014) 
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Sonoda M, Fukuhara K, Sawada R , Matsuoka A, and Fujiwara Y.  Stilbene analogs 
of resveratrol improve insulin resistance through the activation of AMPK. 

Biosci Biotechnol Biochem 77:1229-1235 (2013)  
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S, Kawahara K, Otsuka Y and Fujiwara Y. Genetic variants of the fatty acid 
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10. Tam PS, Sawada R, Yan C, Matsumoto A and Fujiwara Y. The metabolism and 
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(2021) 
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atherogenic indicator. Lipids Health Dis. 16(1):225. 2017  

19. Arisawa K, Mitsudome H, Yoshida K, Sugimoto S, Ishikawa T, Fujiwara Y, Ichi I. 

Saturated fatty acid in the phospholipid monolayer contributes to the 

formation of large lipid droplets. Biochem Biophys Res Commun, 480: 641-647 
(2016) 
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Molecular and Cell Biology of Lipids 1841 (1), 204-213 (2013) 
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35(2) 114-129 (2013)  
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differentiation of 3T3-L1 adipocytes. J Biochem 154, 281-289 (2013) 

23. Takahashi Y, Shinoda A, Furuya N, Harada E, Arimura N, Ichi I, Fujiwara Y, 

Inoue J, Sato R. Perilipin-mediated lipid droplet formation in adipocytes 
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25. Shiba S, Tsunoda N, Ito K, Wakutsu M, Muraki E, Sonoda M, Tam PSY, Fujiwara Y 

and Ikemoto S. Unsaturated fatty acids in fish oil play a role in adequate fat 
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26. 近松出穂、吉原千寿、山下香織、赤尾茉依、園田麻里子、石川朋子、池本真二、西川可穂
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27. Shiba S, Tsunoda N, Wakutsu M, Muraki E, Sonoda M, Tam PS, Fujiwara Y, Ikemoto 

S and Kasono K. Regulation of lipid metabolism by palmitoleate and 
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Biochem 75: 2401-2403 (2011) 
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Fujiwara Y.  A pilot study of evaluation of the antioxidative activity of 

resveratrol and its analogue in a 6-month feeding test in young adult mice. 

Food and Chemical Toxicology 46, 1125-1130 (2008) 

29. Ito T, Sawada R, Fujiwara Y and Tsuchiya T. FGF-2 increases osteogenic and 

chondrogenic differentiation potentials of human mesenchymal stem cells by 

inactivation of TGF-β signaling. Cytotechnology 56, 1-7. (2008) 

30. Ito T, Sawada R, Fujiwara Y, Seyama Y and Tsuchiya T. FGF-2 suppresses 

cellular senescence of human mesenchymal stem cells by down-regulation of TGF-
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Melanogenesis in B16 Mouse Melanoma Cells and UV-Induced Skin Pigmentation in 
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32. Umeda-Sawada R, Fujiwara Y, Ushiyama I, Sagawa S, Yasujiro M. Kawashima H, Ono 

Y, Kiso Y, Matsumoto A, Seyama Y. Distribution and metabolism of dihomo-γ-

linolenic acid (DGLA, 20:3n-6) by oral supplementation in rats. Biosci. 
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microvessels of rabbits on high cholesterol diet. Artery 11, 225-237 (1982) 

 

＜総説等＞ 

1. 山本貴之、藤原葉子、柴田重信 パセノール TM の時計遺伝子と糖・脂質代謝への作用 

FOOD Style (9) 123, 33-36 2019 
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2. 藤原葉子 健康的な脂質の摂取  Kewpie News第 538号 1-12 （2018） 

3. 藤原葉子、石川朋子 ビタミン Eと２型糖尿病 食と医療 6 (2018) 

4. 池上寛子、川和理恵、市 育代、石川朋子、小池泰介、青木由典、藤原葉子 ビタミン E

の過剰摂取は雄マウスおよび卵巣摘出メスマウスにおいて、通常食あるいは高脂肪食でも

骨量減少を引き起こさない。 Vitamin（Japan） 92（8）, 379-380 (2018)   

5. 石川朋子、藤原葉子 大学院教育課程における高度食育専門家の育成 お茶の水女子大学

大学院「SHOKUIKU プログラム」 日本食育学会誌 8 (2) 105-110 (2014) 

6. 曽根保子、藤原葉子 免疫応答におけるビタミン C の生理学的役割 ビタミン 87(9), 

527-529 (2013)査読有  

7. 藤原葉子 レスベラトロールは長寿社会の万能薬になりうるのか？ TCI メール 158(7) 

16-19 (2013)   

8. 藤原葉子 レスベラトロール誘導体の生理作用 日本ポリフェノール学会誌 1 (2) 31-37 

(2012)   

9. 藤原葉子 中鎖脂肪酸-身体に脂肪がつきにくいとされるトクホのメカニズムと効果につ

いて 肥満と糖尿病 10（6） 6906-908 （2011） 

10. 藤原葉子 脂肪酸の新規機能と栄養管理-メタボリックシンドロームにおける脂肪酸の質

的変化の重要性- 日本病態栄養学会誌 14 (2) 158-161 (2011) 

11. 藤原葉子 家庭科における食育への期待-指導者養成の立場から考える- 東書 E ネット 

http://ten.tokyo-shoseki.co.jp/downloadfrl/htm/hgdf1018.htm （2010）  

12. 藤原葉子 特集“アンチエイジングと DDS”  食生活とアンチエイジング  Drug 
Delivery System  24(2), 133-140 (2009) 

13. 藤原葉子 ニュートリゲノミクスより観た脂肪酸が生体に及ぼす影響の網羅的解析-飽和

脂肪酸の再評価- オレオサイエンス 8（10）427-446 （2008） 

14. 藤原葉子 暮らしの最前線 33「コレステロールの新常識」 家政学会誌 59 (5) 345-

347 （2008） 

15. 藤原葉子 シリーズ「ニュートリゲノミクスの食品機能への応用」-12- 多価不飽和脂肪

酸の遺伝子発現に及ぼす影響 -DNA マイクロアレイを用いた網羅的解析からのアプロー

チ-イルシー 85,3-11(2006)  

16. 藤原葉子 コレステロール、飽和脂肪酸摂取制限 循環 Plus 5(12)10-12 (2005) 

17. 藤原葉子、有戸光美 経口摂取した食品成分による皮膚のメラニン合成抑制効果 バイオ
サイエンスとインダストリー 62（9）597-598 （2004） 

18. Fujiwara Y, Sahashi Y, Arito M, Hasegawa S, Akimoto K, Ninomiya S, Sakaguchi Y, 

and Seyama Y. Effect of simultaneous administration of vitamin C, L-cysteine and 

vitamin E on the melanogenesis BioFactors 21, 415-8. (2004) 
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19. 藤原葉子 多価不飽和脂肪酸を中心とする脂質栄養について・油脂としての大豆の効果 

温故知新 41, 73-79 (2004) 

20. 齊藤尚子、藤原葉子 油脂栄養の最近の動向 家庭科教育 3月号 67-72 （2003） 

21. 藤原葉子 大豆の脂肪酸と健康への影響 食の科学 3月号,289 (2002)  

22. 金子和代、藤原葉子 高オレインヒマワリ油の特性と栄養機能 月刊フードケミカル 8月

号 65-69 (2001) 

23. 藤原葉子、崔艶、大塚惠 モルモットにおける酸化型エリソルビン酸の生理効果 エリソ
ルビン酸の研究 第６号 19-25 (2000) 

24. 細田和昭、藤原葉子 ウーロン茶のメラニン生成抑制効果 Fragrance Journal 4,53-59 
(2000) 

25. 藤原葉子 脂質代謝に及ぼす多価不飽和脂肪酸の影響に関する研究 日本栄養・食糧学会

誌 50,397-402 (1997) 【日本栄養・食糧学会奨励賞総説】 

26. Igarashi O, Umeda-Sawada R, Fujiyama-Fujiwara Y. Effect of dietary factors on 

the metabolism of essential fatty acids. Focusing on the components of spices. 

Nutrition, Lipids, Health, and Disease  AOCS PRESS p59 (1995)  

27. 藤原葉子、五十嵐脩 セサミンと必須脂肪酸代謝 化学と生物  33,76-77 (1994) 

28. Fujiwara Y, Umeda R, Igarashi O. Effect of sesamin and curcumin on delta-5-

desaturastion of n-6 and n-3 fatty acid in rat primary cultrued hepatocytes.  

Advances in Polyunsaturated Fatty Acid Research, pp37-38 (1994)  
 

＜著書＞ 

1. 高等学校家庭科検定教科書「家庭総合」「家庭基礎」 分担執筆 東京書籍 2022年２月

10日発行  

2. ビタミン・バイオファクター総合事典 ビタミン Eと骨代謝 分担執筆 朝倉書店 2021

年 7月 1日  

3. Ishikawa T and Fujiwara Y.  Oleuropein, olive, and insulin resistance. “Olives 

and olive oil in health and disease prevention, 2nd edition.” pp625-635, Edit 

by Victor Preedy and Ronald Watson, Elsevier Academic Press, Paperback ISBN: 

9780128195284, eBook ISBN: 9780128199893 2020, 2nd Dec. 

4. リハベーシック 「生化学・栄養学」 分担執筆 医歯薬出版 2020 年 1月 25 日  

5. 新体系看護学全書 人体の構造と機能② 栄養生化学 メジカルフレンド社 2019 年 11

月 29日    

6. エビデンスで差がつく食育 分担執筆 光生館 2017 年 9月 1日発行  

7. 新スタンダード栄養・食物シリーズ９「基礎栄養学」編集・執筆 東京化学同人 2015 年
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3月 30日発行  

8. 「栄養」 実教出版株式会社 監修・執筆 2015 年３月発行  

9. 新スタンダード栄養・食物シリーズ２「生化学」（株）東京化学同人 2014 年 3月編集・

分担執筆  

10. 分子栄養学 編著 ㈱羊土社 2014 年 6月発行  

11. 食物学概論 編著 ㈱光生館 2012 年 10 月発行  

12. 食物と栄養学基礎シリーズ４「食べ物と健康」 分担執筆 吉田 勉監修 ㈱学分社 

2012年 3月発行  

13. 栄養教諭・学校栄養食育のための食育教材＆指導案集 お茶の水女子大学 2010 年 3 月

発行 監修  

14. 栄養教諭養成のための栄養教育実習マニュアル 現代図書 2009年 12月発行 監修  

15. Fujiwara Y and Matsumoto A. Exploring the effects of polyunsaturated fatty acids 

on gene expression in human hepatocyte (HepG2 cells) using DNA chip.  

“Unrevealing Lipid Metabolism with Microarrays” edited by Alvin S. Berger and 

Mathew A. Roberts. MARCEL DEKKER, INC (New York) 101-129 (2005)  

16. 家政学大事典 朝倉書店（2004） 分担執筆  

17. スタンダード栄養・食物シリーズ「応用栄養学」 東京化学同人  監修、分担執筆  

18. スタンダード栄養・食物シリーズ「基礎栄養学」 東京化学同人  監修、分担執筆  

19. スタンダード栄養・食物シリーズ「人体の構造と機能 II 生化学」 東京化学同人 監

修、分担執筆  

20. 看護大事典 医学書院 分担執筆  2002 年 

21. 概説食品学 （株）光生館 分担執筆  ２００２年 

 

＜翻訳書＞ 

1. 小川真由、藤原葉子 レスベラトロール摂取による、血漿脂質への効果：無作為化比較試

験の系統的レビューとメタ解析 栄養学レビュー85, 311-327 （2014） 

2. ヒトの分子生物学 Richard J Epstein 村松正實監訳 (2006) 丸善株式会社  

3. ベッカー、クレインスミス、ハーディン「細胞の世界」村松正實、木南 凌 監訳 西村

書店（2005）  

4. 最新栄養学 第 6 版 建昴社 
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（3） 過去 5年間の本学会での活動状況 

＜学会役員、委員、支部役員＞ 

2012~2023年度   代議員 

2018～2020 年度 学会活動強化委員 

2018～2020 年度 関東支部長 

2018～2022 年度 国際交流委員会委員 

2018～2023年度 理事 

2020～現在 第 22回国際栄養学会組織委員会・行事接遇委員長 

2020～2023年度 倫理審査委員会委員 

2020～2023年度 将来構想検討委員会委員 

2021～2023 年度 関東支部理事 

2022～2023年度 国際交流委員会副委員長 

 

＜大会・支部大会での活動状況＞ 

2018年 第 72回大会 一般公演 座長 

2018年 第 20回脂質栄養シンポジウム「脂質の消化・吸収と代謝の最前線」座長 

2018年 第 102回関東支部大会シンポジウム「脂質と疾患の最新情報」 世話人 

2019年 第 21回健康栄養シンポジウム「血管を守る生活習慣」 座長 

2020年 第 73回大会 シンポジウム「小児期・青年期からの食生活習慣の見直し

と生活習慣病予防」企画・座長  

2021年 第 75回大会 特別講演 座長 

2022年 第 24 回健康栄養シンポジウム 「食品成分による健康機能の作用機序を

知る」 講演「ビタミン E の beyond antioxidant作用～ビタミン E同族

体を中心に」 

2022年 第 80回中部支部大会シンポジウム「学会誌の現状を共有し今後のあり

方を考える」講演 

 
（４） 特記事項 

1997 年 5 月  日本栄養・食糧学会奨励賞 「多価不飽和脂肪酸の代謝と生理作用に関する研究」 

2014 年 3 月 Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry 2013 年論文賞; 

Stilbene analogs of resveratrol improve insulin resistance 

through the activation of AMPK.  

2014 年 10 月  2014年度日本臨床栄養学会優秀論文賞 「脂肪酸組成比による SCD1 活性と

動脈硬化性疾患誘導性脂質プロファイルとの関連」 

 

 

 

 

 


